
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第二次釜石市都市計画マスタープラン 【概要版】 

1 都市計画マスタープラン改訂にあたって 

 釜石市では、目指す将来像「一人ひとりが学びあい 世界とつながり未来を創るまちかまいし～多様

性を認めあいながらトライし続ける不屈のまち～」を実現するため、令和4年3月に「都市計画マスター

プラン」を策定します。 

 都市計画マスタープランとは、市の様々な分野の計画のうち「都市計画に関する基本的な方針」であ

り、この方針に基づき「都市づくり」の計画や事業等が行われます。 

 本マスタープランは、「第六次釜石市総合計画」（令和 3 年 3 月策定）を上位計画とし、人口減少・少子

高齢化時代の到来、公共交通の再編、復興事業で整備された公共施設の維持管理、RWC2019 開催後

の観光振興等、東日本大震災を契機に大きく変化した当市を取り巻く情勢に対応した、都市づくりの基

本方針として定めたものです。 

 

 

 

 

対象区域 

目標年次 

総合的に整備、開発又は保全を行う区域である「都市計画区域」とします。 

概ね 20 年後の令和 22 年度とし、必要に応じて見直しや充実を図ります。 

 釜石市の現状や今後の動向、市民のまちづくりに対する意見等を踏まえるとともに、急激に変化する

社会経済状況等も考慮した都市づくりの課題を整理します。 

 

2 都市づくりの課題 

  
都市づくりの課題 震災後の動きと今後の見通し 

 
 新しい生活様式に対応した、安全・安心して暮らせる環境づ

くり 
 防災や減災が強化された都市づくり 

 
 地域公共交通等、身近な移動環境の確保 
 公共施設の計画的な修繕や耐震化、都市基盤施設の維持管

理と新設・改良等 
 「釜石版地域包括ケアシステム」と一体となった都市づくり 

 
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による産業の

持続化 
 物流関連産業や輸出産業におけるサプライチェーンの構築 
 広域連携によるひと・もの・情報等が交流する都市づくり 

暮らしの安心を確保した都市づくりの必要性 

 
 “環境負荷軽減”の低炭素型社会の実現（SDGｓへの貢献） 
 都市機能が集約された効率的な都市づくり 
 次の災害へ備えたエネルギー確保 

災害から生命と暮らしを守る都市づくりの必要性 

人やもの、情報等が交流する都市づくりの必要性 

環境負荷への軽減を目指した都市づくりの必要性 

 
 地域固有資源、景観財として活用した地域の魅力を高める

都市づくり 
 豊かな自然環境を売りとした戦略的な定住促進 
 日常の生活圏域を中心とした豊かな暮らしの実現 

都市活力の低下 

止まらぬ人口減少・少子高齢化 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大 

頻発化・激甚化する自然災害 

持続可能な開発目標（SDGｓ）への貢献 

高度情報化社会の進展 

市民が誇れる地域資源を売りとした都市づくりの必要性 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【目標とする都市像】 
一人ひとりが学びあい 

世界とつながり未来を創るまちかまいし 
～多様性を認めあいながらトライし続ける不屈のまち～ 

目標とする将来都市像と達成するための基本方針 

【都市づくりの方向性の視点】 
 復興から持続可能な都市づくりへの本格的な転換 
【基本方針】 

基本方針１ 広域交通ネットワークの利便性や港湾機能の優位性を生かした都市づくり 

基本方針２ 高齢社会に対応した新たな生活拠点を中心とした都市づくり 

基本方針３ 誰もが安全・安心に暮らせる都市づくり 

【都市づくりの方向性の視点】 
 「人をひきつける」＝自然と共生する取組 
【基本方針】 

基本方針４ 自然と共生する釜石の価値観に共感し、新たな地域活性化へつなげる都市づくり 

 第六次釜石市総合計画等の上位計画を踏まえ、都市づくりの課題の解決に向けた「目標とする都市

像」及び「基本方針」を示すとともに、釜石市全体の「将来都市構造」及び「都市づくりの分野別方針」を

示します。 

3 全体構想 

 第六次釜石市総合計画及び釜石市人口ビジョン（改訂版）を踏まえ、令和 22 年度における人口は、
27,000 人を目標とします。 

将来人口の設定 

 土地利用ゾーニング 

 当市の市街地の特性を踏まえ、将来的な土地利用の基本となるゾーニングを行い、効率的な市街

地の形成、自然環境との調和等、持続可能な土地利用の実現を進めます。 

 中心市街地ゾーン（釜石地区） 

中核的な商業・業務機能、行政・文化や教育・福祉等の機能、港の産業やにぎわい機能等が集積す

る魅力的な市街地を形成するとともに、当市の広域交通ネットワークの利便性や港湾機能の優位

性を活かした、人・もの・情報等が交流・集積するゾーンを形成します。 

 中心市街地ゾーン（中妻地区） 

国道 283 号沿線を中心に釜石中央 IC と釜石地区を結ぶ連携軸を強化し、商業・業務機能が集積

するゾーンを形成します。 

 市街地ゾーン 

幹線道路、駅、公共施設を中心に住宅や生活サービス機能を集積し、暮らしやすさを活かした住環

境の整備や周辺の自然環境との調和を図るゾーンを形成します。 

 自然共生ゾーン 

豊かな自然環境を保全しつつ、生活環境の向上を図り、自然環境と共存するゾーンを形成します。 

将来都市構造 
 

基本方針５ 釜石の良さを再び感じ、豊かに生きる都市づくり 

基本方針６ 都市的魅力と誰にでも優しい釜石ライフスタイルを目指した都市づくり 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 拠点形成 

 様々な都市活動を持続するため、中核的な都市活動を担う「中心拠点」と日常生活圏における「地

域拠点」を中心とした拠点形成を進めます。 

 中心拠点 

釜石地区の中核的な商業・業務機能や行政・文化機能が集約されている大町～魚河岸周辺を「中心

拠点」と位置づけ、多種多様なサービスを提供する魅力あふれる街なかとして、周辺地区との連携

や回遊性を高めながら、にぎわいと交流の拠点形成を進めます。 

 地域拠点 

平田地区・中妻地区・甲子地区・小佐野地区・鵜住居地区・栗橋地区・唐丹地区における生活応援セ

ンター周辺を「地域拠点」と位置付け、居住、医療・福祉、商業、公園等が集積した生活利便性の高い

街として、周辺の日常生活圏域における暮らしを支援しながら、地域コミュニティの拠点形成を進

めます。 

 都市軸の形成 

 釜石地区の「中心拠点」と鵜住居地区・平田地区・唐丹地区の「地域拠点」は、三陸沿岸道路及び国

道 45 号の南北方向の広域交通軸上にあるとともに、中心拠点の都市活動を連携・補完、共存する

都市軸として「南北連携・共存都市軸」と位置づけます。 

 釜石地区の「中心拠点」と中妻地区・小佐野地区・甲子地区の「地域拠点」は、東北横断自動車道釜

石秋田線及び国道 283 号を中心に東西方向の広域交通軸上にあるとともに、広域的な交通利便

性を活かした都市機能の集積や広域的な交流・活動を促進する都市軸として「東西連携・共存都市

軸」と位置づけます。「南北連携・共存都市軸」との結節点に位置する釜石港は、「世界につながる国

際貿易港」として物流産業や輸出産業の集積拠点の役割を担います。 

 各地区の「地域拠点」を連絡し、それぞれの地域活動が連携し互いに補完しあう軸として「地域連携

軸」と位置づけます。 

図 将来都市構造図 



 

 
 

 

 
 
 

 



 



 

 
 

 

 
 

 



 



 

 
 

 

 
 

 

 



 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 福祉の都市づくりに関する方針 

 急激に進行する少子高齢化を踏まえ、高齢者、障がい者、子ども、引きこもり、生活困窮者等が、可

能な限り住み慣れた地域で、安心して、自立した自分らしい暮らしを続けることができるよう、保

健・医療・福祉・介護が整った環境づくりを目指すとともに、地域コミュニティ拠点を核としたコミュ

ニティ活動の充実を図ることにより、絆と支えあいを大切にするまちづくりを目指します。 

 都市景観の方針 

 当市は、三陸復興国立公園や五葉山県立自然公園等の海、山、川による豊かで美しい自然に恵まれ

ていることから、日常の生活において自然との共生を感じることのできる良好な景観の形成を目

指します。 

 当市の代表的な顔として、中心市街地の魅力のある景観づくりを進めるとともに、豊かな自然を身

近に感じられる市街地として、活力と潤いのある都市景観の形成を目指します。 

 また、橋野鉄鉱山や釜石鉱山、釜石港に代表される地域固有の産業・歴史・文化が、次世代に引き

継がれていることを実感できる都市景観の形成を目指します。 

市民が魅力を感じている豊かな自然景観の保全 

釜石らしい市街地景観の形成 

港や産業・歴史・文化の個性を活かす景観の形成 

 リアス海岸、甲子川、市街地を取り囲む山林等の豊かな自然景観の適正保全、建築物や人工物の豊かな自然景観と
調和への取組 

 五葉山県立自然公園等の自然環境の保全、河川沿いの農地や放牧地等の景観保全 

 釜石を代表する顔とした中心市街地と海と魚のにぎわい交流エリアでの快適な空間づくり、道路環境や公園・広場・
緑地等の計画的整備 

 多くの市民が誇れる豊かな自然環境と魅力的な市街地との調和 

 当市を象徴する釜石港周辺の工業施設の景観資源を活用した魅力ある都市景観の創出 
 橋野鉄鉱山や釜石鉱山の貴重な歴史的景観と自然景観の保全・活用 

公共公益施設による景観の形成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 行政・文化等の公共公益施設での周辺環境と調和した景観づくりと街なみ形成の誘導 

誰もが生活しやすい環境の確保・充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域コミュニティの強化と福祉の都市づくりの推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 老朽住宅と耐震性に不安のある住宅の建替えや改善等、多様なライフスタイルに対応した住宅の確保 
 復興公営住宅の市単独住宅への転用等、移住・定住の取組を推進するために、市が管理する住宅の柔軟な利活用の

検討 

 日常生活圏域における地域拠点を中心とした釜石版地域包括ケアシステムと一体となった都市づくり、地域コミュ
ニティの強化・機能充実 

 様々な分野におけるユニバーサルデザイン導入の推進 

公共施設等の有効活用・利便性の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域の様々な活動を支える施設としての効率的な利活用 
 人が多く集まる駅や公共施設、民間施設等での出入口や通路等のバリアフリー化 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 地区区分の位置 

 

  

 第六次釜石市総合計画と整合を図り、都市計画区域を「釜石地区」、「平田地区」、「中妻地区」、「甲子地

区」、「小佐野地区」、「鵜住居地区」に区分し、それぞれの地区の特徴を活かした都市づくりを進めます。 

4 地区別構想 
 



 

 
 

 

  
 



 



 

 
 

 

 
 

 



 



 

 
 

 

 
 

 



 



 

 
 

 

 
 

 



 



 

 
 

 

  
 



 



 

 
 

 

  

 



 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 社会情勢の変化や新しい生活様式への対応等を踏まえ、関係部局が一体となり、ハード・ソフ

ト両面での推進方策を検討し、総合的に施策を展開します。 

 

 

 生活応援センターを核とした拠点形成において、誰もが医療・介護・予防・生活支援・住まいの

支援・サービスが適切に提供される都市づくりを進めます。 

 

 

 当市の抱える社会問題の解決手法の１つとして、ICT 技術を積極的に活用した取組を推進し

ます。 

  

 

 江戸時代から鉄の産地として知られ、国内外との様々な交流を通じて育んだ、来訪者や他文

化を受け入れる地域性を活かし、移住・定住施策を戦略的に推進します。 

 

 

 「自分たちでできることは自分たちで」を基本に、それぞれが役割分担し、対等な立場で協力す

る「住民協働のまちづくり」を推進します。 

５ 実現化方策 
 

方策１ 持続可能な都市づくりへの転換に向けた総合的な施策展開の推進 

方策２ 釜石版地域包括ケアシステムと一体となった都市づくりの推進 

方策３ ICT 等を活用した都市づくりの推進 

 本計画に基づき、都市づくりを推進するために、以下に示す『5 つの方策』を柱として、その実現に向け

て取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策 1 持続可能な都市づくりへの転換に向けた総合的な施策展開の推進 

方策 2 釜石版地域包括ケアシステムと一体となった都市づくりの推進 

方策 3 ICT 等を活用した都市づくりの推進 

方策 4 多様性を尊重するまちづくりの推進 

方策 5 住民協働のまちづくりの推進 

都市づくりを推進 
するための方策 

第二次釜石市都市計画マスタープラン 【概要版】 令和 4 年 3 月発行 釜石市建設部都市計画課 

方策４ 多様性を尊重するまちづくりの推進 

方策５ 住民協働のまちづくりの推進 


